
 

 

 

 

 

 

 
     近，雨が多いですね。梅雨ですからね。雨が降らないと，雨が降ると憂鬱になることもありま

すが，雨が降らなきゃ，おいしい野菜も果物も食べられないし，おいしい水も飲めません。前向き

に考えましょう。雨と言えば・・・てるてる坊主。 

 

 

 

 

 

 

 

 先日の日曜日，樋脇中学校で 

地区教育講演会があり，参加し 

てきました。講演してくださっ 

たのは，「石神愛梨さん」 

薩摩川内市立ひわき幼稚園令和 5年度６ 月号 

３歳児 ・教師や友達と触れ合いながら好きな遊びを楽しむ。 
    ・いろいろな水遊びに親しみ，開放感や満足感を感じる。 
 
４歳児 ・好きな遊びの中で，教師や友達と一緒に遊ぶ楽しさを感じる。 
    ・水の感触を楽しみながら，いろいろな水遊びに取り組む。 
 
5 歳児 ・友達とかかわりながら，試したり工夫したりして遊ぶ。 
    ・自分なりの目標をもって，いろいろな水遊びに取り組む。 

最

てるてる坊主は、平安時代に中国から伝わってきました。中国では「掃
そ う

晴娘
せいじょう

」

と呼ばれる、ほうきを持った女の子の紙の人形をつるし、晴天を祈っていたそ

うです。日本では、天気に関する祭りを司っていたのが修行僧などであったため、

女の子ではなく僧侶がモデルになっています。      豆知識でした！ 

気温・湿度が高くなり、食中毒
が心配な時季になってきまし
た。食中毒予防の三原則は、食品
に原因菌をつけない（清潔）・増
やさない・殺菌する、です。また、
体調を崩したり抵抗力が弱った
りしていても食中毒を起こしやす
くなります。みんなで気をつけま
しょう。 

石神さんは，東郷出身。現在，姶良市にお住ま

いで子育て真っ最中のお母さんです。先天性両

肘関節以上欠損という病気で生まれつき，右腕

は15cm、左腕は30cmに指が一本しかありま

せん。生まれつき手がない生活のため、日常生活

の全てを足で行っています。足で箸をもち，包丁

をもちキャラ弁を作り，足でハンドルを握りど

こへでも行き，パソコンも足で操作します。 

何も「特別」ではない。障がいがある＝かわい

そうではない。自分にとっての日常をもっと多

くの人に知ってもらうことが次の誰かの生きや

すさにつながると講演活動を始められたそうで

す。最後に「泣いて手が生えてくるのであればそ

うする。でも，そうならないのなら，笑って生き

ていきたい。」そう話されました。とても感動的

なお話を聞けた９０分間でした。 


